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▪ 経営者が認識している経営環境及び経営課題を端的に記載

▪ 経営者が各課題に対して、どのように対応し、中長期的に企業価値を向上
するかについて端的に記載

▪ 統合報告書のCEOメッセージと同様の内容が記載

▪ ②自動運転や④仲間づくりでは、対象となる会社を明示して具体的に記載
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▪ 「(3) 経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等」に
おいて、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標の設
定理由を具体的に記載

▪ 「(4) 経営環境」において、潜在マーケット（患者数）について記載

▪ 「(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題 ③日本国内でのサイバニク
ス治療の適用の拡大」において、現時点における医療機器承認・保険
適用のロードマップを図表を用いて記載
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╩ ∆═ↄ⁸ ≢ ™ ╛ ╩ ∆╢ ─ ─ ╩ ╘≡╕™╡

╕∆⁹

β EspicomΓWorldwideMedical Market Forecasts to 2019Δ

β ₈ 30 ₉

β ₈2025 ⌐ ↑√ ⌐⅛⅛╢ ⌐≈™≡₉

▪ 各事業上及び財務上の課題とその対処方針について具体的に記載

▪ 「(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題⑦製品のラインナップの早期
拡充」では、製品群の開発や事業展開の流れを、図表を用いながら分か
りやすく記載
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

三井物産株式会社（1/4）有価証券報告書（2019年3月期） P16-17

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

(1) ─

₈Driving Value Creation₉(*) ─2 ≤⌂╢2019 3 ─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹

(*) ₈Driving Value Creation₉⌐ ╘╠╣√ ⌂ⱪ꜡ ⅜⁸ ─ⱪכꜟ◓ ≤Ⱡ♇♩

꞉כ◒╩ ⇔⁸ ⌂ ⌐ ╡ ╖⁸ √⌂ ╩ ⌐ ∆╢⁹

ᵑ ─4≈─

(a) ⌂ ≠ↄ╡≤ ─

(b) √⌂ ─

(c) כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐ ─ ≤

(d) ●Ᵽ♫fi☻ה fiꜛ◦כⱡⱬ▬ה ─

ᵒ ─

ợ (a) ⌂ ≠ↄ╡≤ ─

≢│⁸ ─ ≢№╢ ─ ╩ ∂≡ ─ ה ⌐

⅝⌂ ⅜№╡⁸╕√⁸ ─ ╩ ∆╢⌂≥⁸ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ╩ ╘≡™╕∆⁹

◄Ⱡꜟ◑⁸│≢כ Cameron╛⸗◙fiⱦכ◒⌂≥─LNG ╩ ⌐ ⇔√↓≤⌐ ⅎ⁸▪Ⱪ♄ⱦLNG

─ ⌐ ⇔√╒⅛⁸ ●☻ AWE─ ╩ ∂⁸ ⌂ ☻●ה ⌐

ⅎ≡○Ɑ꜠כ♃כ◦♇ⱪ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ≢│⁸Ⱪꜝ☺ꜟ─ Multigrain

Trading⅛╠─ ╛▪☺▪ ─ ⱪIHHכꜟ◓ Healthcare┼─ ⌐╟╢

⌂≥⁸ ─ ה ⅜ ⌐ ╪∞╒⅛⁸ ה ⌐⅔™≡╙ ICT ─

⅜ ╖⁸ ⌐ ≢ ╩ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ ⌐ ∆≤⅔╡⁸↓╣╠╩ ╘√

╩ ⌐ ☿◓ⱷfi♩⌐⅔™≡ ─ ⅜ ╖╕⇔√⁹

ợ (b) √⌂ ─

2019 3 │4≈─ ⸗ⱦꜞ♥▫⁸Ⱬꜟ☻◔▪⁸♬ꜙכ♩ꜞ◦ꜛfiכ♥ꜞ⁸כꜗ♅ꜟ◌ꜞ◓▪ה

☻ⱦכ◘הꜟ ─℮∟⁸ ⌐Ⱬꜟ☻◔▪╩ ⌐ ─ ⌐ ↑√ ╖⅜ ⇔╕⇔√⁹

IHH Healthcare⌐ ⇔≡│⁸ ╩ ⇔ ≤⌂╡╕⇔√⁹▪☺▪─ ≢│ ≤⇔≡

⅜ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⌂≥─ ╙∕─ ↄ⅜ ∞ ⌐ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸

⌐ ═≡ │ ⌐ ⅝™≤╖≡⅔╡⁸ ╩☻כ♁ꜞ ⌐ ∆╢↓≤≢⁸

─ ⌂╢ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹

╕√⁸ ─ ◘ⱪꜞⱷfi♩ ה ה Thorne Research⌐ ⇔╕⇔√⁹◘ⱪꜞⱷfi♩

│ ≢ 8 9 ─ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ ⅜ ∆╢ ™ ▪☿♇♩≤Ɽכ♫♩כ

≤─ ╩ ∂≡⁸ ─ ─ ╛⁸ ⌂≥ ┼─ ⌐╟╢ ╩ ╘≡™⅝

╕∆⁹

▪ 「➁中期経営計画の進捗状況」において、重点施策の進捗状況をセグ
メント単位で記載

▪ 記述情報に加えて図表を用いて分かりやすく記載
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

三井物産株式会社（2/4）有価証券報告書（2019年3月期） P21-22

(5)2020 3

ᵑ2020 3

2019│♩כ꜠ 3 ─111. 07 / ♪ꜟ⁸80. 77 / ♪ꜟ ┘29. 22 / ꜠▪ꜟ⌐ ⇔⁸2020 3

│∕╣∙╣110 / ♪ꜟ⁸77 / ♪ꜟ ┘28 / ꜠▪ꜟ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸2020 3 ─

JCC ╩67 ♪ /ꜟⱣ꜠ꜟ≤ ⇔⁸ ∏╣╩ ⇔√ ─ ⌐ ↕╣╢

─ ╩67 ♪ /ꜟⱣ꜠ꜟ 2019 3 4 ♪ /ꜟⱣ꜠ꜟ ≤ ⇔╕∆⁹

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

[ ─ ]

♪ꜟ ♩כ꜠ 110.00 111.07

( JCC) 67♪ꜟ 72♪ꜟ

∏╣╩ ⇔√ ⌐
↕╣╢

67♪ꜟ 71♪ꜟ

2020 3 2019 3

8,900 8,385 515 
ה ⁸

┘ ỏ5,800 ỏ5,63 ỏ137 

ה
300 ỏ125 425 

ITC⁸Novus⁸Eagle Ford

ỏ500 ỏ367 ỏ133 IFRS16

800 1,059 ỏ259 LNG/Vale

⌐╟╢ 2,600 2,554 46 

6,300 5,843 457 

ỏ1,400 ỏ1,526 126 

ỏ400 ỏ175 ỏ225 

─ ⌐
4,500 4,142 358 

ה 2,500 1,863 74 IFRS16

כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐ 6,400 5,705 ỏ965

( : ) 
2020 3 2019 3

150 99 51 

1,650 1,672 ỏ22 

ꜝfiⱨ▬ה 900 784 116 

300 52 248 ITCהNovus

◄Ⱡꜟ◑כ 900 957 ỏ57 

400 363 37 

ה 200 220 ỏ20 

∕─ / ה 0 ỏ5 5 

4,500 4,142 358 

( : ) 
2020 3 2019 3

100 59 41 

1,900 1,815 85 

ꜝfiⱨ▬ה 1,050 740 310 
⁸IFRS16

500 310 190 ITC

◄Ⱡꜟ◑כ 2,100 2,191 ỏ91 

400 247 153 IFRS16

ה 150 198 ỏ48 

∕─ / ה 200 145 55 

6,400 5,705 695 

○Ɑ꜠כ♥▫fi◓ה☿◓ⱷfi♩ ≢─ כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐ │ ─≤⅔╡≢∆⁹

○Ɑ꜠כ♥▫fi◓ה☿◓ⱷfi♩ ≢─ ( ─ ⌐ ) │ ─≤
⅔╡≢∆⁹
⌂⅔⁸2019 4 1 ╟╡⁸ ─↕╠⌂╢ ─√╘⁸ ─₈ ₉⌐ ≠ↄ

─ ╩ ╡ ™⁸ ╛ ╩ ⇔√₈ ₉≢ ╡⌐⇔√ ┼
⇔√↓≤⌐ ™⁸2019 3 ─○Ɑ꜠כ♥▫fi◓ה☿◓ⱷfi♩ ╩ ⇔≡™

╕∆⁹

▪ 翌期の業績予想について、当期の実績と比較しながら、その見通しの根拠
を分かりやすく記載
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

三井物産株式会社（3/4）有価証券報告書（2019年3月期） P22-23

ᵒ2020 3 ⌐⅔↑╢

2020 3 ⌐⅔↑╢ ┘ ─ ≤ ┘ ⌐╟╢ (

─ ⌐ )┼─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

─2020 3
( ─ ⌐ )┼─

2020 3 2019 3

JCC - 67 72 

(*1) 31 US$1/Ᵽ꜠ꜟ 67 71 

●☻(*2) 7 US$0.1/mmBtu 3.00(*3) 3.07(*4) 

(*5) 21 US$1/♩fi (*6) 72(*7) 

5 US$1/♩fi (*6) 202(*8) 

1 US$1/♩fi (*6) 110(*8) 

(*9) 7 US$100/♩fi 6,600 6,525(*10) 

(*11) 

♪ꜟ 27 ¥1/ ♪ꜟ 110 111.07 

♪ꜟ 19 ¥1/ ♪ꜟ 77 80.77 

꜠▪ꜟ 3 ¥1/ ꜠▪ꜟ 28 29.22 

(* 1) │0 6ﬞ ╣≢ ⌐ ↕╣╢√╘⁸↓─ ∏╣╩ ⇔√ ⌐

↕╣╢ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹20/ 3 ⌐│ 50 ⅜4 י6ִ ╣≢⁸ 40 ⅜1

י3ִ ╣≢⁸ 10 ⅜ ╣ ⇔≢ ↕╣╢≤ ↕╣╢⁹ │⁸ ⌐ ∆╢

▬fiⱤ◒♩⁹

(* 2) ⅜ ≢ ╡ ℮ ●☻│∕─ ↄ⅜Henry Hub HH ⌐ ⇔⌂™ ⁸ │HH

─ ⌐ ∆╢╙─≢│⌂ↄ⁸ ●☻ ⌐ ∆╢▬fiⱤ◒♩⁹

(* 3)HH ─ │⁸HH US$3. 00/ mmBtu╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹

(* 4) ●☻─19/ 3 ⌐│⁸2018 1 12 ─NYMEX⌐≡ ↕╣╢Henry HubNatural Gas

Futures─ ─daily ╩ ⁹

(* 5)Vale⅛╠─ ⌐ ∆╢ │ ╕⌂™⁹

(* 6) ה ─ │ ⁹

(* 7) ─19/ 3 ⌐│⁸2018 4 2019 3 ─ ⌐╟╢☻ⱳ♇♩ Fe

62 CFRNorth China─daily ╩ ⁹

(* 8) ─19/ 3 ⌐│⁸ US$/MT ─ ─ ╩ ⁹

(* 9) │3ﬞ ╣≢ ⌐ ↕╣╢ ⁸ │2019 3 12 ─LMEcash

settlement price ⅜US$100/♩fi ⇔√ ⌐ ∆╢▬fiⱤ◒♩⁹

(* 10) ─19/ 3 ⌐│⁸2018 1 12 ─LMEcash settlement price ─monthly average─

╩ ⁹

(* 11) │⁸ ─ ⅜ ∆╢ ≡ ⌐ ∆╢▬fiⱤ◒♩⁹

│ ≡ ─ ╩ ∂≡ ≤⌂╢⁹ כ◑ꜟⱠ◄ה ⌐⅔

↑╢ ─ ≢№╢ ♪ꜟ≤ ─ הꜟ♪ ꜠▪ꜟ─ ⁸ ┘ Ⱬ♇☺⌐

╟╢ ╩ ╕⌂™⁹

) ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡

2018 3 ┘2019 3 ─ ─ ┘ ─ ( ─

⌐ )─ │∕╣∙╣3, 121 ┘3, 688 ≢∆⁹↓╣╠─ ─ ┘

─ │⁸ ≤⇔≡ ♪ꜟ⁸ ♪ꜟ⁸ ꜠▪ꜟ≢∆⁹2020 3 ─

( ─ ⌐ )⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡⁸ │ ⌂ ╩ ∫

≡™╕∆⁹

(a) ⌐│⁸ ─ ≢⁸ ─ ( ─ ⌐ )╩

─ ⌐ ⇔⁸╕∏ ♪ꜟ⁸ ꜠▪ꜟ ≡─ ( ─ ⌐ )

─ ╩ ∆╢╒⅛⁸ ─ ╩ ∆╢ ─ ( ─

⌐ )╩ ≡ ♪ꜟ ⌐ ⇔╕⇔√⁹↓╣╠3≈─ ⌐ ↕╣√ (

─ ⌐ )⌐ ⇔≡ ─ ╩ ⇔╕⇔√⁹↓╣⌐╟╣┌ ♪ꜟ⌐ ∆╢

│⁸1 √╡27 ─ ( ─ ⌐ )─ ╩╙√╠∆≤ ↕╣╕∆⁹

╕√⁸ ♪ꜟ ┘ ꜠▪ꜟ╩ ≤∆╢ ┘ ─ ( ─

⌐ )⌐ ╢ ─ │⁸1 ♪ꜟ ┘1 ꜠▪ꜟ √╡≢∕╣∙╣1 ─ ≢19

┘3 ─ ≤⌂╡╕∆⁹

(b)⌂⅔⁸ ♪ꜟ ┘ ꜠▪ꜟ╩ ≤∆╢ כ◑ꜟⱠ◄ה ─ (

─ ⌐ )│⁸ ≤ ─ ≢№╢ ♪ꜟ≤─ ≢─ ─ ╩ ⅝ↄ

↑╕∆⁹↓─ │⁸(a)⌐ ═√3≈─ ─ ( ─ ⌐ ) ─

⌐╟╢ ≤ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹

(c) ⇔⁸ כ◑ꜟⱠ◄ה ⌂≥≢│⁸ ⌐⅔™≡⁸ ─ ≢№╢

♪ꜟ≤ ─ Ⱬ♇☺╩ ∫≡™╢╒⅛⁸ ─ ( ─ ⌐ )─

⌐ ╢ Ⱬ♇☺╩ ∫≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹↓╣╠─ ⌐≈™≡╙⁸(a) ⌐

═√3≈─ ─ ( ─ ⌐ ) ─ ⌐╟╢ ≤ ⌐ ∆

╢ ⅜№╡╕∆⁹

▪ 業績予想を数値で提示するとともに、「②2020年3月期連結業績予
想」において、その重要な仮定については前提を示しつつ、実績が
仮定と乖離した場合に当期利益に与える影響を記載
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

三井物産株式会社（4/4）有価証券報告書（2019年3月期） P29, 33

▪ 経営者がどのような考えで「重要な指標」を設定しているかについて記載

ₒ ⌐╟╢ ⁸ ─כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐┘ ─ ₓ β 一部抜粋

(3) ─ ⌐⅔↑╢ ⌂ ⌐≈™≡

┘ ─ ⁸ ⁸2₈│כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐┘ ─ꜞ☻◒₉⌐ ═

╢ ─ ╩ ↑╕∆⅜⁸ ⌐⅔™≡ ─ │⁸ ⁸

─כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐┘ ╩ ∆╢ ≢⁸ ─ ⅜ ≢№╢≤ ⅎ╕∆⁹

ᵑ ⁸ ⌐╟╢ ┘ ─ ⌐

┘ │ ₁⌂ ≤ ⌐╦√╢ ™ ╩ fiכ♃ꜞה◒☻ꜞ─⧵⁸⇔

─ ╙ ⅛╠ ─כ◑ꜟⱠ◄ה ╕≢ ⌐╦√╡╕∆⁹ ┘

─ ┘ ─ ╩ ∆╢ ≢⁸○Ɑ꜠כ♥▫fi◓ה☿◓ⱷfi♩ ─ ⁸

⌐╟╢ ┘ ─ ⌐ ─ ⌐ ╢ ╩ ⇔≡™╕

∆⁹

ᵒ ─כ◑ꜟⱠ◄ה ┘ ─

┘ ─ ⌐ ╘╢ כ◑ꜟⱠ◄ה ─ ⅜ ™↓≤⅛╠⁸

─כ◑ꜟⱠ◄ה ┘ │⁸ ─ ⌂ ⌐⌂╡╕∆⁹

─כ◑ꜟⱠ◄ה ┘ ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│⁸₈1 ⁸ ┘ ∆

═⅝ (2) ₉ ┘₈(4) ⌐ ╢ ≤ ᵒ○Ɑ꜠כ♥▫fi◓ה☿◓ⱷfi♩

₉ ─ ☿◓ⱷfi♩ ┘◄Ⱡꜟ◑כ☿◓ⱷfi♩─ ╩ ™╕∆⁹

ᵓ◐ꜗ♇◦ꜙהⱨ꜡כ ⁸ ┘ ꜠Ᵽ꜠♇☺

2014 5 ⌐⅔™≡⁸◐ꜗ♇◦ꜙ ╩ ⇔ ─ ╩ ∆

≤⇔≡⁸ *)כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐ 1)╩ ⇔≡⅔╡⁸2018 3 ⅛╠ ╕∫√

2017 5 ≢╙⁸ ⅝ ⅝⁸ ╩כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐ ⌂ ≤⇔≡⅔╡╕

∆⁹

│⁸ ≤ ⌐ ╦╢ ─ ⅛╠⁸ (* 2)─ ┘⁸

ROE ┘⌐ ה ─ ╩ ⌐ ⇔⁸∕─ ╩ ⇔≡™

╕∆⁹ ⌐ ₁─ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ꜞ☻◒Ᵽ♇ⱨ□

─כ ⅛╠ ─ ╩ ⇔≡™╢╒⅛⁸ ─ ─ ⌐ ⅎ⁸ ↑

─ ≤ ─ ─ ⅛╠⁸ ꜠Ᵽ꜠♇☺⌐ ⇔≡™╕∆⁹ ─

⌐≈™≡│ 9.₈ ┘ ∆╢ (6)ꜞ☻◒ ₉╩⁸

⌐≈™≡│₈(5) ≤ ─ ₉╩ ™╕∆⁹

(* 1) ⁸│כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐ ╠⅛כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐╢╟⌐ ⌐ ╢

ה ─ ╩כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐╢╟⌐ ™√ ≤⇔≡ ↕╣╕∆⁹

(* 2) ─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹

(4) ⌐ ╢ ≤

ᵒ○Ɑ꜠כ♥▫fi◓ה☿◓ⱷfi♩

（中略）

（中略）

─ ⌐╟╢ ┘

│⁸ ─ ─ ┘ ⅜ ∆╢ ─

⅛╠─ ⌐ ⌂ ╩ ╓⇔╕∆⁹2020 3 ⌐⅔™≡ ⌐⅔↑╢

─ ⌐ ┼─ │⁸ US$1/♩fi№√╡─ ⌐╟╡21

≤ ⇔≡⅔╡╕∆⁹

─1 ⌐⅔↑╢ ─ ™ │59. 7 ♩fi ─

Vale ™ 21. 2 ♩fi ╗ ≢∆⁹ ─ │⁸ ≢⁸

┘ ─ ™⌐ ⇔≡⁸2020 3 ─ ─ ╩ ╡ ╖⁸

─ ♪ꜟ ┘∕─ ─ ⌂≥╩ ≤⇔√ ≢ ⇔√╙─≢∆⁹⌂⅔⁸

⌐⁸ ♪ꜟ⌂≥─ ─ │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⅜№╡⁸↓─

⌐╟╡ ┘ ─ ≡─ │ ╩ ↑╢↓≤⅜№

╡╕∆⁹
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( 1

( 2 ◖fi◦ꜙכⱴכ ⅜ ⁹ ⱬכ☻

( 3 ╟╡⁸ ╩ ⌐ ⇔≡™╢√╘⁸2017 ⌐≈™≡╙⁸ ∆╢

╩ ⌐ ╖ ⅎ≡ ⇔≡⅔╡╕∆⁹╕√⁸ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ╢ ⌂

─ ╩ ∫≡⅔╡⁸2017 ⌐≈™≡│⁸ ⌂ ─ ─ ╩ ↕∑≡

⅔╡╕∆⁹⌂⅔⁸2018 │⁸↓╣╠─ ─ ≢∆⁹

(2) ₈ ⌐₉כ♬fiⱤ◌ה▫♥ꜞꜗ◦Ɑ☻הꜟⱣכ꜡◓⌂⅛ ↑≡

ᵑ ASV Ajinomoto GroupShared Value ─ ⌐╟╢

ᵒ ─ ꜟⱣכ꜡◓ ♩♇ⱪ10◒ꜝ☻ ╡─√╘⌐

─ ─ ꜟⱣכ꜡◓ⱪ│⁸כꜟ◓ ♩♇ⱪ10◒ꜝ☻─ ≤ ∆╢≤⁸ ⁸∆

⌂╦∟⁸ ─ ⁸ ╩ ∆╢ ⌐ ⅜№╡╕∆⁹╕√⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈●Ᵽ

♫fi☻₉ ™╦╝╢EהSהG ⌐ ∆╢ ╛ ╩╟╡ ⌐∆═⅝≢№╢≤ ⅎ≡™

╕∆⁹↓╣╠⌐ ⇔⁸ ₁─ ╖≢№╢ ─◖▪ ⁸∆⌂╦∟⁸▪Ⱶⱡ ╩ ≤⇔√ ─

Ᵽ▬○הⱨ□▬fi ╛₈⅔™⇔↕₉╩ ⇔ ⌐ ∆╢₈⅔™⇔↕ ₉≤ ⇔√

ה ≢ ⌂ ⌐ ╡ ╪≢™╕∆⁹ ≢⁸2014-2016 ⅔╟┘2017-2019

for 2020 ≢ ╡ ╪≢⅝√ ─ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ⅜⁸ ≤ ┼

─ ─ ╩ ⅝⁸ ─≢כꜞ◗♥◌ ≤◖☻♩ ─ ⌐ ⅜∫≡™╕∆⁹↓

℮⇔√ ≢⁸ᵑ ─ ™ ┼─ ─ ה ⁸ᵒ ─ ⁸ᵓ

─ ⁸─ ╩№╠╝╢Ᵽꜞꜙכ▼♅כfi≢ ∆╢▪☿♇♩ꜝ▬♩ ⌐╟╡ ─ ╩

Ᵽꜟ♩♇ⱪכ꜡◓⁸╘ ⅜ ⌂ ⌐ ∆╢↓≤≢⁸ כ꜡◓≡™⅔⌐

Ᵽꜟ ♩♇ⱪ10◒ꜝ☻ ╡╩ ∑╢ ╩ ⅎ╕∆⁹

▪ 「②現状の課題」において、経営課題を端的に記載し、経営戦略の重点
ポイントを記載

▪ 経営者がどのような考えで財務指標を設定しているかについて記載

▪ 財務指標の達成状況を時系列で分かりやすく記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

味の素株式会社（1/2） 有価証券報告書（2019年3月期） P14-15

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

─ ╕ⱪ│⁸℮כꜟ◓ ╩ ∂≡ ╩⅔™⇔ↄ⇔⁸

─ ╩ ∆╢≤™℮ ─ ╩ ↑ ⅞⁸

⇔√⁸ ╩ ∂≡ ≤ ╩

∆╢ ╡ ╖⌐╟╡ ⇔≡⅝╕⇔√⁹↓─ ╡

╖╩ASV Ajinomoto Group Shared Value ≤ ⇔⁸↓╣

⅛╠╙ ╩ ∂≡₈21 ─ ─ ₉≢№╢

₈ ⌂↓↓╤≤⅛╠∞₉⁸₈ ₉⁸₈

₉⌐ ⌐ ∆╢↓≤≢⁸ASV ⌐╟╢

⌂ ╩ ⇔╕∆⁹

(3 ≤∆╢ ⅔╟┘∕─

2017-2019 for 2020 ⌐⅔™≡⁸ ─ כꜟ◓

ⱪ⅜ ∆╢ ⁸ ╩ ⁸ ≤

⇔≡ ⁹╕√↓╣╠╩ ╦∑√ כ꜠ⱳכ◖≡⇔≥

♩Ⱪꜝfi♪ ╩ ⇔⁸ ─ ⅜ⱪכꜟ◓ ∆≤↓╤

╩ ⌐⇔√ ╩ ∫≡™╕∆⁹

2017 ⱪכꜟ◓│⌐ ─Γ ─ ⱣꜟⱩכ꜡◓ⱪכꜟ◓

ꜝfi♪꜡◗Δ╩ ⇔⁸╕√ ⁸ ⱪכꜟ◓─ ─

╩Γ ─ Δ≤ ה ╩ ╖ ╦∑√ ⌐

♪Ⱪꜝfi♩כ꜠ⱳכ◖⁸≤⌂╢∆ ─ ⌐ ╡ ╪≢™

╕∆⁹

ה ≤∕─2018 │⁸ ─≤⅔╡≢

∆⁹⌂⅔⁸ ─ ⌐ ∆╢ │⁸

⌐⅔™≡ ⅜ⱪכꜟ◓ ⇔√╙─≢№╡⁸∕─ ╩

∆╢╙─≢│№╡╕∑╪⁹

ᵑ

Ẽ ─ ◗꜡♪ⱣꜟⱩꜝfiכ꜡◓ⱪכꜟ◓

2017
( 3) 

2018 2018 2019 2019

956 1,030 926 1,240 970
8.6 8.7 8.2 9.4 8.3

ROE 9.6 9.5 4.7 9.8 8.0
ROA( 1) 6.9 7.2 6.6 8.8 6.5
EPS 14.0 3.0 ỏ49.3 70.3

( 2) 5 7 6 4
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─

─ⱪ│⁸IFRSכꜟ◓ ⌐ √╡⁸ ⁸ ┘ ⅜ ─ ⌂ ╛

─ ⇔╩ ∆╢↓≤⁸ ┘ ⅜ ⌐ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○╩ ∆╢↓≤

╩ ≤⇔≡⁸₈ ₉≤™℮ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ ₈ ₉│⁸₈ ₉

⅛╠₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉ ┘₈ ₉╩ ⇔⁸₈ ⌐╟╢

₉╩ ⅎ√╙─≢№╡⁸₈∕─ ─ ₉ ┘₈∕─ ─ ₉╩ ╕⌂™ ≢∆⁹

│⁸2018 4 26 ⁸◌◗ⱷ ⁸ ⱪכꜟ◓○ꜞ▬○ ⁸ ⱨכ☼ ⁸Ɫ

►☻ ⱪכꜟ◓ ≤─ ≢⁸ ─ ⁸₈AB ₉≤™℮⁹ ⁸◌◗ⱷ

☻ⱦכ◘ ⁸Ɫ►☻ ☻ⱦכ◘ ⁸F-LINE ⁸ F-LINE ─

╩ ⇔⁸2019 4 ⌐ ╩ ∆╢ ─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕⇔√⁹

↓╣⌐╟╡⁸2019 4 ⌐AB ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⌐⌂∫√√╘⁸ ╟╡AB

─ ┘ ╩ ⌐ ↕╣╢ ⌐ⱪכꜟ◓ ⇔⁸ ╩ ⌐ ⇔

≡⅔╡╕∆⁹

⌂⅔⁸2019 4 1 ⌐≡⁸ ╡ ─ ╩ ⇔⁸ √⌐F-LINE ⅜ ⇔

≡⅔╡╕∆⁹

╕√⁸ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ╢ ⌂ ─ ╩ ∫≡⅔╡⁸

⌐≈™≡│⁸ ⌂ ─ ⌐╟╢ ─ ─ ⌂ ⇔╩ ⇔≡⅔╡

╕∆⁹

⌂⅔⁸ ─ ⌐ ∆╢ │⁸ ⌐⅔™≡ ⇔√╙─≢№╡╕∆⁹

─
2015 2017 2018

2020
β ⁸2020 ─
╩ →≡™╕∆⁹

℮╕ ╩ ∂
≡√╪┐ↄ
ה ╩⅔

™⇔ↄ ⇔⁸
Ᵽꜝfi☻

╩ ⇔╕∆⁹

─ ⱪכꜟ◓
⌐╟╢ ה

─ ה
Five Stars
( 4)

660 ♩fi

380 ♩fi

720 ♩fi

440 ♩fi

720 ♩fi

440 ♩fi

860 ♩fi
19% 9.7kg
₄ 2015 +3%

+2.0kg ₅

550 ♩fi
8% 6.2kg
₄ 2015 +2%

+1.6kg ₅
⌐ ═╢

╩ ⇔╕∆⁹
─ ⱪכꜟ◓
⌐╟╢ ─

┼─
ה Five Stars

( 4)

55 60 60 70
₄ 2015 +20 ₅

⅔™⇔ↄ☻
ⱴכ♩⌂
╩ ⇔╕∆⁹

─ ⱪכꜟ◓
╩ ∂≡ ↕

╣╢

31 37 3738 6

₄ 2015 +7 ₅

₁─ ⌂
╩ ⇔

╕∆⁹

▪Ⱶⱡ ▪
Ⱶⱡ◘▬◄fi☻
╩ ∂√ ⌂
┼─

1,820 1,980 1,9902,200
₄ 2015 +400 ₅

●☻
─
ꜝ▬ⱨ◘▬◒
ꜟ כ◌≢
Ⱳfi♬ꜙכ♩
ꜝꜟ⌐⇔╕∆⁹

●☻─ 33%
( 2005 )

35%
( 2005 )

33%
( 2005 ) 

2020 8%
₄ 2015 ₅( 5)
2030 50%
₄ 2005 ₅

◄Ⱡꜟ
כ◑

18% 23% 24%2020 28%( 5)
2030 50%

ⱨ꜡fi 2025 100%
2030 HFCs( 6)

ᵒ

╩ ∂√₈ ⌂↓↓╤≤⅛╠∞₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉┼─ ╩ ⇔⁸₈ ₉⁸

₈ ₉⁸₈●Ᵽ♫fi☻₉ EהSהG ─ ⌐ ∫≡ ⌂ ╩ ╘≡™╕∆⁹

▪ 経営者がどのような考えで財務指標を設定しているかについて算定方法
も含めて記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

味の素株式会社（2/2） 有価証券報告書（2019年3月期） P15, P21

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋 ₒ ⌐╟╢ ⁸ ─כ꜡ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐┘ ─ ₓ β 一部抜粋

▪ 財務KPIに限らず経営者が重視している非財務KPIについても記載
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☻Ᵽ♫fi●♩כ꜠ⱳכ◖

┘ ─ ╩ ⌐ ↕∑╢↓≤⌐

╟╡⁸ ה ≤─ ⌂ ╩ ⇔≡™╕∆⁹

ה β

ה β EPS⁸ROIC

β ⅛╠ ┘⌐ ┘ ╩ ⇔√⁸ ─ ⌂ ╩ ╢
≢∆⁹

β │ ≤∆╢⁹

2019 ─ ⌐≈™≡⁸ EPS ⌐╟╢ ╩ ∆≤ ⌐⁸ ╩

⌐ ∆╢ ⅛ ─ ≤⇔≡ √⌐ROIC╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ה ⁸⅔ ⁸ ≤─

⌐ ↑≡⁸ √⌐ ╩ ⇔╕∆⁹

β

ה EPSβ 5%

ROICβה 2021 10%

β ─ ⌐№√∫≡│⁸ ─ ─ ⌐⅔↑╢ ─
⌐╟╢ ╩ ↄ⁹

β EPS
─ ⌐ ∆╢ ± ∕─ ─ ה

β ROIC ─ ─

▪ 「(１)経営の基本方針」において、図表を用いて経営方針を分かりやすく記載

▪ （重要な成果指標）において、財務KPIをその算定方法も含めて具体的に記載

▪ 財務KPIと役員報酬の関係について記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

キリンホールディングス株式会社 有価証券報告書（2018年12月期） P13,15-16

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

(1) ─

│2019 ⌐⁸2027 ⌐ ↑√ √⌂◐ꜞfi◓ꜟכⱪ ≢№╢₈◐ꜞfi◓ꜟכⱪהⱦ

☺ꜛfi2027₉ KV2027 ≤⁸KV2027─ ⌐ ↑√ ─ ◌ ≤⇔≡₈◐ꜞfi◓ꜟכⱪ2019

-2021 ₉ 2019 ╩ ⇔╕⇔√⁹╕√⁸KV2027─ ⌐ ↑√

≤⇔≡⁸ ≤ ╩ ⇔ ⌐ ∆╢√╘─ ₈◐ꜞfi◓ꜟכⱪCSVⱤכⱤ☻₉

CSVⱤכⱤ☻ ╩ √⌐ ⇔╕⇔√⁹

₈ ╩☺כ♥☻╠⅛₉ →⁸₈ √⌂ ╩ ⇔√⁸◐ꜞfi◓ꜟכⱪ─ ≠ↄ╡₉╩ ℮⁹

─ ⌂╢ ╩ ╡⁸ ╩ ∆╢⁹

₈◐ꜞfi◓ꜟכⱪהⱦ☺ꜛfi2027₉ ⌐ ↑√ ─☺כ♥☻1 יִ ≤⇔≡⁸ ⌐ ↑

√ ≈─ ╩ ⇔╕∆⁹

ᵑ ─ ─

─ ⌂╢ ─

ᵒ ─ ₈ ≤ ╩≈⌂← ₉─ ∟ ה→

ᵓ ─ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi╩ ∆╢ ─

₈◐ꜞfi◓ꜟכⱪהⱦ☺ꜛfi2027₉

◐ꜞfi◓ꜟכⱪ│⁸◓ꜟכⱪ ⱪכꜟ◓┘ ─ ≢№╢ΓOneKirinΔValues─╙≤⁸

⅛╠ ⌐╦√╢ ≢ ╩ ⇔⁸ ─CSV ≤⌂╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹

⅛╠ ⌐╦√╢ ⌐⅔↑╢ ⌐ ↑≡│⁸ ≢№╢₈ ₉ ה

≤₈ ₉ ⌐ ⅎ⁸ ≈─ ⌐⅔™≡₈ ≤ ╩≈⌂← ₉╩ ∟

→╕∆⁹₈ ≤ ╩≈⌂← ₉≢│⁸↓╣╕≢◐ꜞfi◓ꜟכⱪ⅜ ∫≡⅝√ ╛ ╩

⅛⇔⁸◐ꜞfi◓ꜟכⱪ─ ─ ─ ≤⌂╢ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹╕√⁸ ╩◓

─ⱪכꜟ ⌐ ⅎ╢√╘⌐⁸▬ⱡⱬכ◦ꜛfi╩ ∆╢ ╩╟╡ ⇔⁸ ⌂

╩ ⌐∆╢ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹

◐ꜞfi◓ꜟכⱪ2019 -2021

2019 ⅛╠─ ≢│⁸ ⌐ ∂√ ╩ ⇔⁸ ─◐ꜗ♇◦ꜙ

╩↕╠⌐ ╘╕∆⁹ ⇔√◐ꜗ♇◦ꜙ│⁸ ─√╘─ ⌐ ⌐ ╡ ↑╢

≤ ⌐⁸ ─ ─ ╩ ╡⁸ ╩ ⇔╕∆⁹

╕√⁸ ה ─ ⌐⁸ ─₈ ≤ ╩≈⌂← ₉╩ ∟ →⁸

╩ ╘⁸◐ꜞfi◓ꜟכⱪ─ ⌂ ⌐≈⌂→╕∆⁹
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─ ╩ ⌐ ╡ ╗≤≤╙⌐⁸ ◄ꜞ▪┼─ ⁸ ◄▪ꜝ▬fi≤─ ╩

↕∑≡™⅝╕∆⁹╕√⁸ №╢ √⌂ⱪ꜡♄◒♩כ◘הⱦ☻╩ ⇔≡™ↄ≤≤╙

♩כ♂ꜞ⁸⌐ ╩ ⇔≡ⱪ꜠☺ꜗכ ─ ╡ ╖╩ ⱪכꜟ◓⁸╡╟⌐≥↓╢∆ ─

╩ ⇔╕∆

ה │⁸ ◦▼▪╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ה ╩ ╡╕∆⁹

ⱪ꜡♄◒♩כ◘הⱦ☻╩ ⇔≡™ↄ≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐╟╢ ╛ ♪ꜟכ▬─

ⱴⱠ☺ⱷfi♩╩ ⇔≡╕™╡╕∆⁹╕√⁸Ⱶ꜠♬▪ꜟ ╛ ⌐╟╢ ╩

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ →╩ ╡╕∆⁹

ה │⁸ ⌐ ─ ⅜ ╕╣╢▪☺▪ ┼─ ⱨ꜠כ♃כ─ ⌐

ⅎ≡⁸ ∆╢ Ⱡ♇♩꞉כ◒≤─ ⌐╟╡ ┘ ↄ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹

ⱢⱩ⌐≈™≡│▪☺▪ ─ ╩ ⌐ ╘≡ ⌐ ⌂Ⱡ♇♩꞉כ◒╩

⇔╕∆⁹ ה ⱢⱩ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹

ш

2019 ╩ ⱪכꜟ◓≡⇔≥ ─ ≢№╢PeachהAviation ─פֿ▪◄הꜝ♬Ᵽ≥פֿ

╩ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ⌂ ─ ╩↕╠⌐ ⇔ ╘╕∆⁹ ⅜

≈⅔ ™─ ╖╩ ∆╢↓≤≢⁸₈ ─◖▪₉ ≤⇔≡ ⱪכꜟ◓ ─

╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹↕╠⌐2020 ╩ ⌐ ┼≤ ⇔⁸ ≤▪☺▪

╩≈⌂← Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⌂╢ ╩ ╢↓≤≢⁸▪☺▪╩ ◓fi▫♦כꜞ╢∆

╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹

─ ה ≤ √⌂ ♪ⱷ▬fi─ ⱡfi◄▪

ч ─ ≤

⅜ ╕╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⁸ ╩ ↕∑⌂⅜╠ ╛ ╩

⇔≡™⅝╕∆⁹ ≢ ⌐≈™≡│ ⌂≥╩ ╘⌂⅜╠ ╩ ℮↓

≤≢ⱡfi◄▪ ─ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○╩ ⇔⁸ ⌂ ◘▬◒ꜟ─ ┼≈⌂→≡™⅝

╕∆⁹

ш √⌂ ♪ⱷ▬fi─

2016 ⌐ ⇔√₈ANAXֿפ ☻◒♇◄כ◄♯◄כ◄ ₉╩ ⌐⁸ ⅜ⱪכꜟ◓ ∆

♃כ♦╢ ╩ ה ∆╢↓≤≢ √⌂ ╩ ⇔⁸₈ ₉╩ ∆╢⌂≥⁸

≢╕╣↓⅜ⱪכꜟ◓ ╖ →≡⅝√Ⱪꜝfi♪ ⁸ⱡ►Ɫ►⁸ ⌂≥─ ה ≤

⇔™ ≤─ ╩ ╡⁸ⱡfi◄▪ ⌐⅔™≡╙ ─ ⌐≈⌂→≡™⅝╕∆⁹

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

ANAホールディングス株式会社（1/2）有価証券報告書（2019年3月期） P14-15

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

(1) ─

─ⱪכꜟ◓ⱪ│⁸כꜟ◓ ה ≢№╢ ≤⇔≡₈ ≤ ╩ ⌐⁸ ╩

≈⌂← ─ ≢ ⌐№┤╣╢ ⌐ ⇔╕∆₉╩ →≡™╕∆⁹ ─ ≢№╢ ╩ ⇔≈

≈⁸ №╢◄▪ꜝ▬fi◓ꜟכⱪ─⌂⅛≢⁸⅔ ⌐ ┌╣⁸ ─ ╢∆♪כꜞ╩ √╢

╩ ↄ↓≤╩ ⱪכꜟ◓⁸⇔ ⱦ☺ꜛfi≤⇔≡₈ ⅔ⱪ│⁸כꜟ◓ ≤ ≢

╩ⱪכꜟ◓fi◓◄▪ꜝ▬fi▫♦כꜞ─ ⇔╕∆₉≤ ╘≡™╕∆⁹

(2) ┘ ⌂ ─

│⁸ ─ ╛⅛⌂ ╛ ─ ⁸ ─ ⌂╠┘⌐▪☺

▪─ ╩ ≤⇔√ ─ ⅜ ╕╣╢ ≢⁸ ╛ ─ ⌂ ⁸

─EU⅛╠─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ה ─ ⁸ ꜞ☻◒⁸◄▪ꜝ

▬fi ╛ ≤─ ⁸ ∆═⅝ ─ ™ ⌐⅔⅛╣≡™╕∆⁹

○ꜞfiⱧ♇◒הⱤꜝꜞfiⱧ♇◒ ⅜ ↕╣╢2020 ⁸∕⇔≡∕─ ─ ⌂ ─

⌐ ↑≡⁸ √⌂ ─ ≤⇔≡⁸2018 ⌐₈2018-2022 ⱪכꜟ◓

₉╩ ⇔╕⇔√⁹ ─ ╛ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─∆═≡

─⅔ ╩♄fi♩♠─ ─≢ꜟⱣכ꜡◓⁸⇔╩⇔⌂≡╙⅔≢ ╩ ↕∑╢≤≤╙⌐⁸CO2

─ ╩ ╘≤⇔√ ┼─ ╛ ה ה ☻ⱴכ♩ Society 5. 0 ─

⌐ ∆╢↓≤⌐╟∫≡ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹◄▪ꜝ▬fi◓ꜟכⱪ─ ╩ ∂≡⁸₈

₉≤₈ ₉─ ה ╩ ⇔⁸ ─≡⇔≥ⱪכꜟ◓fi◓◄▪ꜝ▬fi▫♦כꜞ─

╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ≤ ─ ⌐ ⇔≡™⅝╕∆⁹

ᵑ ─

₈2018-2022 ⱪכꜟ◓ ₉≢│⁸ ─ ╩ ⌐⁸₈◄▪ꜝ▬fi

─ ≤ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ₉⁸₈ ─ ה ≤ √⌂ ♪ⱷ▬fi─ ₉╩

─ ⌐ fi≤ICTꜛ◦כⱪfi▬ⱡⱬכ○⁸₈⌐╙≥≥╢→ ₉╩ ⇔⁸ ╩

⇔≡╕™╡╕∆⁹ ≤⇔≡│⁸2019 │ 1, 500 ⁸ 1, 650 ⁸2022

⌐│ 4, 500 ⁸ 2, 200 ╩ ⇔≡╕™╡╕∆⁹

ᵒ ─

◄▪ꜝ▬fi ─ ≤ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─

ⱨꜟ◘כⱦ☻◐ꜗꜞ▪ ┘ ∕╣∙╣⅜ ─ ⌐ ╘╢≤≤

╙⌐⁸№╠╝╢ ♪Ⱪꜝfi⌐♩♇◕כ♃╩ ╩ ╘≡™ↄ↓≤≢⁸ ╩ ↕∑

≡™⅝╕∆⁹ ─ ⌐ ↑≡⁸ │◄▪ꜝ▬fi ⌐⅔™≡ ⌂ⱳכ♩

ⱨ◊ꜞ○╩ ⇔≡™ↄ↓≤⌐╟╡⁸ ─ ╩ ⇔≡╕™╡╕∆⁹

ч

ה │⁸ ─ ╩ ⌐⁸ ♦ꜙ▪ꜟⱢⱩ─ ╩

⇔≡⁸Γ ╩≈⌂←Δ√╘─ ⌂ ╩ ™╕∆⁹ ┘

▪ 「(2)➀戦略の全体像」において、財務KPIを記載

▪ 市場の状況等の経営環境を踏まえ経営方針・経営戦略等を記載

▪ 財務情報におけるセグメント単位より詳細な、経営方針・経営戦略等
の説明に適した単位（「FSC事業」、「LCC事業」等）で記載
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

ANAホールディングス株式会社（2/2）統合報告書2019 P26, 30

▪ 対処すべき課題と経営方針・経営戦略等の関連性について、
記述情報に加えて図を用い分かりやすく記載

▪ 経営方針・経営戦略等の具体的な内容を記載

▪ 記述情報に加えて図を用い分かりやすく記載

β 一部抜粋

（左図）

（上図）
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

不二製油グループ本社株式会社 有価証券報告書（2019年3月期） P12-13

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

(3 ⌂ ─ ⅔╟┘ ─ ∆═⅝

⅜ │⁸ ╛⅛⌂ ⅜ ↄ╙──⁸ ⌐╟╢ ╛IT ─

⅛╠ ╛ ⌐ ↕╙ ╠╣⁸ ┼─ ⅜ ↄ⌂∫≡⅔╡╕∆⁹ │⁸

│ ⌂⅜╠╙⁸ ⌐ ∆╢ ⅛╠⁸↓╣╕≢─ ⅛╠ ╩ ⅎ≈

≈№╡╕∆⁹

↓─ ⌂ ─ ⁸ │ⱪכꜟ◓ ─ ₁⌐ ∆╢ ™│₈ ⌐ ⅝╢↓≤₉≢№╡⁸∕

─√╘⌐│ ⌂ ═ ╩ ═ ↑╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ╩⇔≡⅔╡╕∆⁹ │⅔™⇔ↄ⌂↑

╣┌ ═ ↑╠╣∏⁸ ≢⌂↑╣┌ ═ │⅔™⇔ↄ ∂╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹↓─ ╩ ∆

╢↓≤⅜ ⁸╡№≢כ▫♥▫♥ⱪ─▪▬♦fiכꜟ◓ √⌂ ─ ─√╘─ ≤

⅛╠ ╕╣╢ ≈─ ╩ ⌐ ∆╢Plant -BasedFood Solutions ╩ ⇔⌂⅜╠⁸⅔™⇔↕

≤ ≢⅔ ≤ ⌐ ╩ ⇔ ↑╢≤≤╙⌐⁸ ≤ ─ ≤™℮ ⌐ ∆╢↓≤

≢⁸ ╩ ⇔≡◘☻♥♫Ⱪꜟ⌐ ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆⁹

₈Towardsa Further Leap 2020 2017 2020 ₉─2018 │⁸ ─

2017 ─ ╩⇔∫⅛╡ ≢⅝╢╟℮⌐ ⌂ ╩ ╖ ⌡╢ ⌐ ╡ ╗√╘─ ≤⇔

≡⁸ ≢№╢₈◖▪◖fiⱧ♃fi☻─ ₉₈ ─ ₉₈ ─

₉₈◖☻♩♄►fi≤◓꜡כⱣꜟ☻♃fi♄כ♪┼─ ₉─ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆⁹

─ ⌐≈™≡│ ─≤⅔╡≢№╡╕∆⁹

ᵑ◖▪◖fiⱧ♃fi☻─

♩כ꜠◖ꜛ♅ ─ ה ╩ ⇔≡⅔╡⁸2018 INDUSTRIALFOOD─▪ꜞꜝ♩☻כ○│

SERVICESPTYLIMITED⌐ ⅎ≡⁸ ─BLOMMERCHOCOLATECOMPANY╩◓ꜟכⱪ⌐ ⅎ╕⇔√⁹BLOMMER

CHOCOLATECOMPANY│ ─ ╩ ╢ הכ◌כⱷ♩כ꜠◖ꜛ♅ ─◖◖▪

≢╙№╡⁸╕√⁸ ⅜ ─▫♥ꜞⱦ◘כ꜠♩╢∆ ™◖◖▪ ⱪכꜟ◓╩ ⌐

∆╢↓≤≢⁸◖◖▪ ─◘☻♥♫Ⱪꜟ ╩ ⌐ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹╕√⁸

BLOMMERCHOCOLATECOMPANY─ ⌐╟╡ ╩ ≤⇔√ 10◌ 16◌ כ꜠◖ꜛ♅─

♩ ╩ ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ה ╩ ⇔⁸ ─ ◌כⱷ♩כ꜠◖ꜛ♅

⁸╡⌂≥כ ─ ⌂╢ ╩ ∫≡╕™╡╕∆⁹

ᵓ ─

⁸ / ─ ╩ ╘╢√╘⁸ ─ ⁸

─ ⁸ / ╩ ™√ ─ ╩ ╘≡⅔╡╕∆⁹

ᵔ◖☻♩♄►fi≤◓꜡כⱣꜟ☻♃fi♄כ♪┼─

ⱪכꜟ◓ ─ ╩ ╘╢ ⁸ ╩ ꜟⱣכ꜡◓⁸⌐ ─ ⁸

◦☻♥ⱶ─ ≤ ┼─ ╩ ╘≡⅔╡╕∆⁹

─ ─╒⅛⁸ ≢│⁸ ⌐ ∆╢ ⌂ ╡ ╖─ ≤⇔≡ ─

≤⇔≡ ╩ ⇔₈ ⁸ ⁸●Ᵽ♫fi☻₉─ ⌐≈⅝ ╩ⱴכ♥

⇔≡⅔╡╕∆⁹╕√⁸2019 ╟╡ ─ ≤⇔≡CΓESGΔO

╩ √⌐ ⇔⁸ ─ ⌐ ╡ ╪≢⅔╡╕∆⁹ ⌐≈™≡│⁸

─ ≢ ─ ─ⱴכ♥ ≈≤⇔≡≤╠ⅎ⁸∕─ ╡ ╖⌐≈™≡─ ╩ ה

∆╢≤≤╙⌐⁸∕℮⇔√ ⌐ ≠⅝ ⌐⅔™≡ ─√╘─ ⌂ ╩ ⇔

∕╣╩ ⇔≡⅔╡╕∆⁹╕√⁸ ─ ⌐ ⅎ╢▬fiⱤ◒♩─ ⌐≈™≡│

♃☻◒ⱨ◊כ☻ The Task Force on Climate-related Financial

Disclosures ─ ⌐ ≠⅝ ─ ⌐ ↑≡ ╩ ╘╢ ≢⁸ ⌐ ⅝⌂ ╩

ⅎ╢ ●☻ ┼─ ≤⇔≡│⁸ ⅜₈ ⱦ☺ꜛfi2030₉⌐⅔™≡ ╘√₈2030 ⌐

CO2 24% ₉≤™℮ ⌐ ↑≡ ╡ ╖╩ ╘≡⅔╡╕∆⁹

⌐₈◖fiⱪꜝ▬▪fi☻─ ₉₈ ◦☻♥ⱶ⁸ꜞ☻◒ ─ ₉₈ ─ ₉╩

╡⁸ ≤⇔≡ ╠⅛כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻─≡ ↕╣╢ ╩≥↓╢⌂≥ⱪכꜟ◓ ⇔⁸

─ ⌐⁸╟╡ ╡ ╪≢╕™╡╕∆⁹

ᵒ ─

≤ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∫√ ⱨ꜠◐◦♃ꜞ▪fi ↑ ─ ╩ ╘╢

↓≤╩ ⌐⁸ ≤ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ⅜ ⌐⅔↑

╢ ┼─ ─ ╕╡⌐╟╢ ⌐ ⅎ╢√╘⌐ ⌐ √╪ ─ ╩

∆╢↓≤╩ ⇔≡⅔╡⁸ ⁸ ≢─ √╪ ─ ⅛╠⁸

≢─ ─ ╩ ╡⁸ ─☻ⱪ─◖▪◖fiⱧ♃fiכꜟ◓ ⌂╢ ⌐╟╢

╩ ∆√╘⁸ ─ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆⁹

▪ 「(3) 中長期的な会社の経営戦略および会社の対処すべき課題」の冒頭
において、経営者が認識している課題について、率直に記載

▪ 経営方針について、経営者のメッセージを反映し端的に記載
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ₒ №™↕≈ₓ

┘ ∆═⅝

⁸ ≢│⁸Ɑ♇♩─ ─ ┘ ╖⌐ ⅎ⁸Ⱪꜞכ♄כ

─ ה ⌂≥─ ⌐╟╡⁸ ─ ─ ⅜ ™≡™╕∆⁹

╕√⁸ ⁸ ─Ɑ♇♩ ⌐│⁸▪♬◖ⱶ◓ꜟכⱪ╩ ╗

─ ╩ ↑√ ⌐⁸ ─10 ╩ ⅎ√15 ⅜ ⇔≡

⅔╡⁸ ⅜ ⇔™ ≤⌂∫≡™╕∆⁹

≢⁸ ─Ɑ♇♩ ─ │⁸ ⁸ ⇔ ↑≡⅔╡⁸

2018 ⌐│ ╩ ⅎ⁸Ɑ♇♩ ⌐≈™≡╙⁸2018 ─Ɑ

♇♩ ─ │ ─ ╕≢ ⇔≡™╕∆⁹↓╣│⁸ ⌐

⅔™≡⁸ √∟ ≤≤╙⌐ ╠∆Ɑ♇♩│⁸₈ ─ ₉≢№╢≤™℮

─ ╕╡⅜№╢↓≤⌐ ⅎ⁸Ɑ♇♩≤⇔≡ ∆╢≥℮┬≈╙⁸↓╣╕

≢ ─ ╛ ─╒⅛⁸ⱢꜞⱠ☼Ⱶ╛♅fi♅ꜝ⌂≥─™╦╝╢◄◐♂♅♇◒

▪♬ⱴꜟ≤ ┌╣╢≥℮┬≈ ⌐╕≢ ⅜∫≡™╢↓≤⅜ ⌐№╢≤ ⅎ

╠╣╕∆⁹

▪♬◖ⱶ◓ꜟכⱪ≢│⁸↓℮⇔√ ─ ╛ ╩☼כ♬─ ∆↓≤

⌂ↄ ⌐ ⅎ⁸ √⌂ ╩ ⇔ ↑≡™ↄ↓≤≢⁸ ⌂

╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

アニコム ホールディングス株式会社 有価証券報告書（2019年3月期） P2, 17-18

Ɑ♇♩ⱨכ♪

פֿ Ɑ♇♩ⱦ☺Ⱡ☻ⱴכ◔♥▫fi◓ 2019

ₒ ה ┘ ∆═⅝ ₓ

₡ ה ─ ─ ┘Ɑ♇♩ ─ ₢

∆═⅝

ᵑⱭ♇♩ ⌐≈™≡

▪♬◖ⱶ◓ꜟכⱪ─Ɑ♇♩ ─ │ 75 7. 8

≤⌂∫≡⅔╡⁸ ⌐ ∆╢≤╙⌐⁸ ─≤⅔╡⁸ ─Ɑ♇♩ ─

⌐≈™≡╙2018 ⌐│ ─ ╕≢ ⇔≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸

Ɑ♇♩ ─ ≢№╢ ≥fi♦כ▼►☻╛ ∆╢≤ ∞ ≤

ⅎ⁸ ⅝ ⅝⁸ ─ ≢№╢≤ ⅎ≡™╕∆⁹╟∫≡⁸ ⅝ ⅝⁸

▪♬◖ⱶ◓ꜟכⱪ⅜ ∆╢Ɑ♇♩ ⅜⁸Γ≥℮┬≈─ Δ≤

⇔≡ ⌐ ↄ ה ↕╣╢√╘─ⱴכ◔♥▫fi◓╛ ╩ ∆╢≤

≤╙⌐⁸ ─ ≤ ⇔⁸ ה ─ ∆╢ №╢

╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╡⁸↓╣⅜Ɑ♇♩ ─ ─ ⌂

╢ ┼ ⅜∫≡™ↄ╙─≤ ⅎ≡™╕∆⁹

∕─√╘⁸Ɑ♇♩ ─ Ɑ♇♩◦ꜛ♇ⱪ╢№≢♩♇◕כ♃

♅ꜗⱠꜟ⌐ ⅎ⁸ ⌐ ↕╣≡™╢Ɑ♇♩╩♃כ◕♇♩≤⇔√ ♅ꜗ

Ⱡꜟ─ ╩ ⇔⁸Ɑ♇♩◦ꜛ♇ⱪ ♅ꜗⱠꜟ≤ ╩⌂∆ ─

≤⇔≡ ↕∑≡™⅝╕∆⁹ ⌂ ≤⇔≡⁸Web╛ ╩

∂√ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ∆╢√╘─ⱴכ◔♥▫fi

◓╛ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹↓─╒⅛⁸ ⁸Ɑ♇♩ ⅜⁸Ɑ♇♩╩

Ⱪꜞכ♄כ⅛╠ ⌐ ⌐⅔ ⅎ∆╢ ⅜ ↄ⌂∫≡⅝≡™╢↓≤⁸

─ ⅜ ∆╢ ≢⁸ ─ │ ⇔≡⅔╡⁸ ─

╩ ∂≡ ⌐⅔ ⅎ∆╢ ⅜ ↄ⌂∫≡⅝≡™╢↓≤⅛╠⁸↓╣╠

─ ≤─ ╩ ⇔⁸Ɑ♇♩ ─ ╩ ⇔≡ ↄ↓≤≢⁸

√⌂♅ꜗⱠꜟ ╛ ─ ⌐ →≡™⅝╕∆⁹

╕√⁸2018 12 ⅛╠│⁸₈ ₉╩ ∆▪♬◖ⱶ◓ꜟכⱪ

≈┬℮≤ⱦ☻≢№╢₈כ◘─ ₉╩ ⇔≡™╕∆⁹↓╣│⁸≥℮┬≈

─ ⱨ꜡כꜝ ─ ⅛╠⁸ ─⌂╡╛∆↕╩ ⇔⁸∕─ ⌐

∂≡⁸ ≢ ⅜ ≈┬℮≤ⱦ☻≢∆⁹↓─₈כ◘╢╣╠↑ ₉╩

▪♬◖ⱶ◓ꜟכⱪ⅜ ∆╢ ⌐ ⇔ β ⁸ ⅜ ∆╢

≤─ ╩ ∫≡™╕∆⁹↓℮⇔√ ─ ה ╩⅔

⌐ ⅎ╢√╘─ ╖╩ ⇔≡™ↄ↓≤≢⁸ ─ ⌂╢ ╩

⇔╕∆⁹

β₈≥℮┬≈ ₉│⁸₈≥℮┬≈ ┤ℓ╖╡℗☻♃fi♄כ♪♃▬ⱪ₉₈≥

℮┬≈ ═™┘℗₉₈≥℮┬≈ ∆╕™╢┤ℓ╖╡℗₉₈≥℮┬≈ │

∫├℗₉⅜ ≢∆⁹ ⇔⁸ ⱨ꜡כꜝ │∆═≡─≥℮┬≈⅜ ≢

∆⅜⁸ ─☻ⱦכ◘ │ ה ⌐ ╡╕∆⁹

▪ 代表者あいさつのページを加えて、経営者が考える目
指すべき姿についてCEOの写真と署名を含めて記載

▪ 対処すべき課題を踏まえ、経営方針・経営戦略等を具
体的に分かりやすく記載
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(2) 2016 2018

2018 ╩ ≤∆╢ ≢│⁸ ⌂ ╩ ↑╢꜠☺ꜞ◄fi♩ ⌐

╗ ⌂ ─┼ⱪכꜟ◓ ⌐ ↑≡⁸ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ╩│∂╘≤∆╢ ≈─

⌐ ∫≡ ╡ ╖╕⇔√⁹

≢─ ≢ 6, 500 ─ ה ╩ ⇔╕⇔√⅜⁸∕─℮∟3/ 4╩⁸

ꜝ▬ⱨ◘▬◄fi☻╩ ≤∆╢☻Ɑ◦ꜗꜞ♥▫◔Ⱶ◌ꜟ ┼ ╡ ↑╢↓≤≢⁸ ⱳכ♩ⱨ◊

ꜞ○─ ╩ ╡╕⇔√⁹

≢№╢2018 ─ │⁸ .110♩כ꜠ 92 /♪ꜟ⁸♫ⱨ◘ 49, 500 /kl ⌂≥─

─⌂⅛⁸ 3, 186 ⁸◖▪ 2, 043 ⁸ ─ ⌐ ∆╢

1, 180 ≤⌂╡╕⇔√⁹

⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ │⁸ ⌐⅔™≡ ⅜ⱪכꜟ◓ ⇔√╙─≢№╡

╕∆⁹⌂⅔⁸ ⇔ ─ ⌐ ∆╢ │⁸ ⅜ ≢ ⇔≡™╢ ╛ ≢№╢≤

∆╢ ─ ⌐ ≠™≡⅔╡⁸ ─ │ ₁⌂ ⌐╟╡ ⅝ↄ ⌂╢ ⅜№╡╕∆⁹

(1) ─ ∆

│⁸ ─ ≤™℮ ─ ≤⁸ ─ ╩≤╙⌐ ╢↓≤⅛╠ ⇔√

╩ ∟⁸ ⌐╦√╡⁸ ⅎ↨╢ ≤ ─ ╩ →⌂⅜╠⁸ ╩ ∂≡

₁─ ⅛⌂ ╩ ⅎ≡╕™╡╕⇔√⁹╕√∕─ ≢⁸ ™ ╩ ⅛⇔≡ ◦כꜙꜞ♁⌂

ꜛfi╩ ╡∞∆ ꜟⱣכ꜡◓⁸ ┼─▪◒☿☻⁸꜡▬ꜘꜞ♥▫─ ™ ≤™℮ fi◖ה▪◖─

Ⱨ♃fi☻╩ ⅝ →≡╕™╡╕⇔√⁹

╙⁸↓╣╠─ ╖╩ ⌐ ⇔≡ ╩ ℮↓≤≢⁸ ⁸ ⁸ כ◑ꜟⱠ◄ה ⌂

≥─ ⅜ ⇔≡™╢ ─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁸ ™ ╠⇔─ ⌂≥─ ₁

─Quality of Life ─ ⌐ ⇔≡╕™╡╕∆⁹

∕⇔≡⁸ROE10 ⁸ 30 ⌂≥─ ╩ ⇔≡ ⇔⁸ ─ ⌂ ≤◘

☻♥♫Ⱪꜟ⌂ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹

▪ 前中期経営計画の振り返りを図表を用いながらわかりやすく記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

住友化学株式会社有価証券報告書（2019年3月期） P14-15

ₒ ⁸ ┘ ∆═⅝ ₓ β 一部抜粋

▪ 「(1) 住友化学の目指す姿」において、創業の理念を示しながら、ビジ
ョンについて記載

▪ 競争優位の源泉と挑むべき課題を記載し、その課題を達成するための目
標を数値で具体的に記載

▪ 図表を用いながらわかりやすく記載
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ₒ ה ┘ ∆═⅝ ₓ

2019 ─ │3, 930 ⁸ 110. 2 ⁸ │104. 5 ⁸ ╟╡│ ⇔

™≤™℮ ≢⇔√⁹ ─ │10 ⁸ ╡≢∆⁹ 12 ⅛╠⁸ ⇔ ⅜ ┘ ╖⁸

⅛╤℮∂≡ ⅜ ≢⅝√ ≢∆⁹ ─ ⅝≤ ∆╢─│⁸╛╗╩ ⌂™≤

⇔≡⁸╙℮ ⇔ ⅜ ⇔⅛∫√≤⁸ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ₐ Everydayה LowPriceₑ ⌐

∫≡⁸ₐ ╘≡ ≢⁸ ╘≡ ⁸ ╘≡ ₑ╩ ↑≡ ⇔╕∆⁹ │⁸ ↄ16

⌐ ∫≡⅝╕⇔√⁹ ⌐ ╩ ⇔╕∆⁹ₐ ╟╡│ ™ₑ≤ ─ ≢ ╠╩ ╘≡™╢╟

℮≢│⁸ ⌐│ ∟ ╣╕∑╪⁹ ╩ ⇔≡ ╩ ⇔⁸⅔ ⌐ ╩↕∑⌂™⁹

⌐ ∂≡ ≈ ╩ ╘≡ ╡╕∆⁹ ╩ →≡⁸ ─ₐ ⇔≢ 20

─ ₑ╩ ⇔╕∆⁹

2020 ─ ⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹ ─ ↄ │⁸4, 311 ⁸

109. 6 ≢∆⁹ ∏⁸ ה ⁸ 105 ⅜ ≢∆⁹

─ ⌐ ⇔╕∆⁹ ⌐ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╘≡ ⇔╕∆⁹ ⌐│ ⌐

≈⁹∕─√╘⌐ ╦╣√ │⁸ ⅛ ⇔≡ ⅞ ⇔╕∆⁹ ─ │ ─ ≢⁸ ─

10 ╟╡ ⇔╕∆⁹ ╩ ╛⅛⌐ ⇔╕∆⁹

⁸ ה ה ─ ☿fi♃כ⅜ ⇔╕∆⁹ ☿fi♃כ│

≢⁸ ⁸ ↕ ─ ⁸ │ 1. 2 ⁸ │70 ⁸☻כ◔

185 ⁸ ─ 70 ⅜ ≢⁸ ─ │800 ╩ ⁸

פֿ ─↔ ╩ ↑≡™╕∆⁹ ≤ ─ ☿fi♃כ│ ≢⁸ ה ה

─ 70 ⅜ ≢⁸ │700 ╩ ⁸ פֿ ─↔ ╩ ↑≡™╕∆⁹

ⱷכ◌כ ─ ⅛╠ ☿fi♃כ⌐ ⇔≡™√∞™√ ≢⁸ │ ⌐ ⇔╕∆⁹

☿fi♃כ⌐ ⌂ ╩ √⌂™↓≤⁸ ╢∞↑ ☿fi♃כ ╩ ⇔≡ ╡╕∆⁹

⌐≈™≡│ ╩ ╘≡⁸ ☿fi♃כ ™≤⌂╡╕∆⅜⁸ │ ≥⅔╡⁸

≢∆⁹ ⁸ ⱪ꜡☺▼◒♩≢⁸ ╩ ↑≡ ╡ ╪≢⅔╡╕∆⁹ ╩

⌐ ⌐ ⇔⁸ ◖☻♩─ ╩ ⌐⇔≡ ⅎ╢⅛⁹ ─ ─ │╙≤╟╡⁸

⅔ ─ ─ ⌐╙ ╡ ╖⁸ ╩ ⇔╕∆⁹

─ │⁸ 16 ⁸ ⌐⅔ ╩ ∫≡ ╩ ⌐ →╕∆⁹⅔

≢ ╡ ⅎ╢▪▬♥ⱶ │ ╡⅜№╡⁸ ⌐ ╩ ∆╢ ≢∆⅛╠⁸ │ ⅎ╕

∆⅜⁸ ▪▬♥ⱶ│ ∆╢≤™℮ │ ↑╠╣╕∑╪⁹Ⱡ♇♩⌐╟╢ ╩⁸≥─╟℮⌐

⇔≡⁸↓╣╩ ™⁸ ⌐ √⌂ ╩ ╡ ™≡™ↄ─⅛⁹ │ ⇔≡⁸ₐ ה

Everyday LowPriceₑ≢∆⁹ ╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡⁸ ☿fi♃⁸│כₐ ⅛╠─ ⅛

╡╙─ₑ≢∆⁹ ╡ ╗ ─ ╙ ↄ⌂╡╕∆⁹ⱷכ◌כ ה ─ ╩ ™≡⁸

╩ ╡ ™≡ ╡√™≤ ∂╕∆⁹≥℮∙ ⇔≡ ↕™╕∆╟℮⅔ ™⇔╕∆⁹

─ ™ ה ⇔™ ה ⌂ ⁸ ⌐ ⅎ√™╙─⅜ ╒≥№╡╕∆⁹

☿fi♃כ⅜ ╕⇔√─≢⁸ ╙ ╘⁸ ⌐ ╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹ ⌐ ╡

∫≡⅔╡╕⇔≡╙⁸ ⌐↕╣≡™⌂™ ╙ №╡╕∆⁹↓╣╙╕√⁸⅔ ─↔

╩™√∞⅝⌂⅜╠⁸ ▪▬♥ⱶ─ ╩ ⇔√™≤ ∂╕∆⁹

10 ─ כ◔כ○⁸│ ─√╘⌐│ ≢∆⁹ ⅜ ┘⌂™ ⅜№∫√╠

┘⌂™─⅛⁸ ╩ ⇔≡ ╡ ⇔╕∆⁹ ⌂⅛∫√╠⁸ ⅎ≤⇔≡ ⅛ ⅛

╩ ⇔╕∆⁹ ⅜ ╛∑╢ ╩ ⌐ ⇔ ╘≡⁸ ╢╟℮ ⇔╕∆⁹╙∫≤ ╣

√ ⅜№╢─≢│⌂™⅛⁸╙∫≤ ⇔™ ≥∫╙⁸ההה⅜ ⌂ ≥∫╙⁸ההה⅜

™♦◙▬fi─ ⁸ההה⅜ ™ ╩⁸ ™ ╩⁸ ™ ╩⁸∕⇔≡ ™ ♅ꜗfi☻

╩ │כ◔כ○⁸≡╘ ╩ ∫≡ ╡√™≤ ∂╕∆⁹

─ ⅜ ⅜⅛╡≢⁸ ─ⱳ☻♃כ╩ ⌐ ⌐ ⇔╕⇔√⁹ₐ ≢

↕╣≡™╕∆⅜⁸ ─ ⅜ ↕╣⁸™≈ ↓╢⅛⁸ │ ↕╣╕∑╪⁹ ⅜ ⇔

√ ⁸ ⅜ ╣∆╢↓≤│ ↑╠╣╕∑╪⁹ ─כ◔כ○⁹∆╕╡⅔≡⇔ ─

│⁸ ꜞ♇♩ꜟ ≢2, 475 ≢⇔√⁹ ─ ─ ⌐│

⌂ ⅜ ≢⁸⅔ ≢│ ⇔⅝╣╕∑╪⁹╕↓≤⌐ ≢∆⅜⁸ ≢─ ╩⅔ ™⇔

╕∆⁹ │⁸↔ ⅔ №√╡ ꜞ♇♩ꜟ│ ≤ ╦╣≡™╕∆⁹ ⇔ ╘⌐12ꜞ ♇♩ꜟ

≤ ⁹ ╕™─ ⁸ ∏⁸ ꜞ♇♩ꜟ ╡ ⅔╩☻כ◔ ™ →ↄ∞↕™⁹

↔ ™√∞™≡⁸ ⅜ ⁸╠√∫⌂⌐☻כ◔ ⅔╩☻כ◔ ™ →ↄ∞↕™⁹ₑ

╩⅔ ™⇔≡╙⁸ₐ ↄ≡ ≡⌂™ₑ≤™℮ ─√╘⁸ ╩ ⇔≡™╕∆⁹

⅛╠ ─ ≢ ∫≡⅔╡╕⇔√⅔ → ╩⁸⅔ ─↔ ⌐╟╡⅔ ↑∆╢⁸ₐ

ₑ─ ╩ ⇔⇔⁸ ╩ ⇔≡ ⇔≡ ╡╕∆⁹ ─Ⱡ♇♩ ₐ⅔

ₑ│ ⌐ ⇔╕∆⁹ ⌂ ╡ ╖╩ ⇔≡™╕∆⁹

⁸ ╩ ╗ 15 ⁸ │20 ⅜ ≢∆⁹ ⁸ ≢20

∆╢≤⁸ ─ ◖☻♩─ ⁸ │ ⌐ ∫≡ ⇔╕∆⁹↓─ ╩

─ ⁸ ─ →⌐ ∆╣┌⁸ │ ⇔ↄ ↕╣╕∆⁹ⱷכ◌כⱩꜝfi♪

≢─ ⅜ ⇔↑╣┌⁸ ╘ ╙ ≢∆⁹ₐ ╘≡ ≢⁸ ╘≡ ⁸ ╘≡ ₑ╩

↑≡ ⇔╕∆⁹≥℮∙⁸↔ ↄ∞↕™╕∆╟℮⁸ ⇔ↄ⅔ ™⇔╕∆⁹

▪ 経営者自身が、今期の振り返り及び対処すべき課題を踏まえ、経営
方針・経営戦略等を経営者の目線で具体的に分かりやすく記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

オーケー株式会社 有価証券報告書（2019年3月期） P11 【非上場】
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

株式会社三井住友フィナンシャルグループ SMBC Group Report2019 P15-18

▪ 経営者が認識している経営環境について、「我々が直面している未来」において端的に記載

▪ 経営者が認識している「強み」を端的に記載し、経営環境と強みを踏まえ、取組むべき事項につい
て、ステークホルダー別に分かりやすく記載

β 一部抜粋
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▪ 経営環境について、市場規模のデータや各種規制の動きなど示し
ながら記載

▪ 事業に関する機会とリスク（SWOT）について記載

▪ 経営環境と中期経営方針の関係がわかりやすく記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

アサヒグループホールディングス株式会社（1/2） 統合報告書2018 P46-48

β 一部抜粋
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β1,2

▪ セグメント単位の重点課題と重点課題に対する経営方針・経営戦略等
について、記述情報に加えて図を用い分かりやすく記載

▪ 市場シェアなどのデータを示しながら経営環境について記載

▪ 自社の競争優位性を踏まえて経営方針・経営戦略等を記載

▪ 業績の振り返りを踏まえて今後の経営方針・経営戦略等を記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

アサヒグループホールディングス株式会社（2/2） 統合報告書2018 P60-62

β 一部抜粋
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▪ 基盤事業、成長事業、新規事業の営業利益の状況を記載

▪ 自社の強みを活かしてどのように事業拡大するかについて、具体的な経
営方針・経営戦略等を記載

▪ 記述情報に加えて、基盤事業、成長事業、新規事業とユニットの相関や
事業ポートフォリオの将来像の図表を用いることで分かりやすく記載

１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

コニカミノルタ株式会社（1/2）統合報告書2019 P16, 20-21

β 一部抜粋 β 一部抜粋
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１．「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」の開示例

コニカミノルタ株式会社（2/2）統合報告書2019 P50, 54

▪ セグメント単位の業績予測に有用な市場シェアを主要地域別に
かつ競合他社との比較情報を記載

▪ セグメント単位の強みや弱み、機会や脅威を記載

▪ セグメント単位の経営方針・経営戦略等における位置付け及び成果を記載

β 一部抜粋

（左図）

（上図）

β 一部抜粋
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！ 本事例集は、随時更新を行う予定です。最新版は金融庁ウェブサイトに掲載しています。 https://www.fsa.go.jp/policy/kaiji/kaiji.html

！ 開示の好事例としての公表をもって、開示例の記載内容に誤りが含まれていないことを保証するものではありません。


